演題記載例Benzophenone型光解除性保護基を導入した光応答性H2S供与化合物の開発（MS Pゴシック14p）
○福島　直樹1、中川　秀彦1,2、宮田　直樹1（氏名はMS P明朝10pで演者に○）
（1名市大院薬、2JST, PRESTO）（所属は略称で括弧内に記載、MS P明朝10p）
【目的】H2Sは、近年NO, COに次ぐ第三の生体内情報伝達因子としての機能が見出され、様々な生理活性を持つことが明らかとなってきた。・・・・

【方法】光照射により分解する保護基である光解除性保護基は・・・
【結果と考察】合成したBenzophenone誘導体は紫外光照射依存的にH2Sを放出することがわかり、・・・・
（MS P明朝10pで記載）
＜記載上の注意＞
1. 行間は演題も含めてすべて16pです。演題14p、氏名・所属・本文10pで記載して下さい。
2. 演題と氏名の間は１行空けます。氏名と所属の間は空けません。氏名と所属の対応は見本のとおり番号をつけます。所属と本文の間は１行空けます。
3. 要旨は、演題と氏名・所属、本文すべてを含めてA4半ページ、20行以内に収まるようにします。
4. 図を入れる場合もこのスペースにすべてが収まるように配置します。白黒原稿のみ可とします。
5. 演題番号を事務局で入れますので、演題、氏名、所属を6文字分右へ下げたままにして下さい。
6. ここまでで20行です。
